
                
 

  

九
月
十
九
日
、
シ
ー
ズ
ン
最
後
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
体
験
乗
車
を
行
な
い
ま
し
た
。

彼
岸
花
の
咲
き
始
め
た
コ
ー
ス
に
歓
声
が

響
き
、
そ
れ
は
去
り
行
く
夏
を
惜
し
む
声

に
も
思
え
ま
し
た
。 

 

二
〇
〇
九
年
夏
の
イ
ベ
ン
ト
は
い
ろ
い

ろ
な
意
味
で
メ
モ
リ
ア
ル
＆
エ
ポ
ッ
ク
メ

イ
キ
ン
グ
（
画
期
的
）
で
し
た
。
写
真
を

掲
載
し
て
紹
介
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。 

  

八
月
八
日 

「
五
百
人
の 

ジ
ャ
ン
ピ
ン
グ
・
ソ
ウ
ル
メ
イ
ト
」 

  

過
去
最
高
の
五
百
人
の
滞
在
を
い
た
だ

い
た
の
で
、
大
夕
食
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

ゲ
ス
ト
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
披
露
は
三
チ
ー
ム
。

年
間
卒
業
者
の
一
割
の
方
が
参
加
し
た
イ

ベ
ン
ト
で
し
た
。 

  

八
月
二
十
二
日 

 

「
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」 

 

イ
ベ
ン
ト
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
と
そ
の
販
売
と

い
う
企
画
を
こ
の
日
か
ら
は
じ
め
ま
し
た
。

撮
影
と
編
集
の
技
術
を
一
層
磨
い
て
、
完

成
度
の
向
上
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。 

                  

九
月
五
日 

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・ 

み
ん
な
の
集
い
」 

 

Ｍ
ラ
ン
ド
イ
ベ
ン
ト
の
理
念
の
ひ
と
つ

は
「
ゲ
ス
ト
と
共
に
創
る
」。
も
う
ひ
と
つ

の
理
念
「
通
学
・
合
宿
の
区
別
な
く
」
を

実
施
し
た
の
が
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

ギ
タ
ー
の
弾
き
語
り
、
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
全
員
で
昼
食
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

  

九
月
十
二
日 

「
音
楽
の
祭
典
」 

  

音
楽
ユ
ニ
ッ
ト
の
エ
ン
ト
リ
ー
が
集
中

し
た
の
で
、
フ
ァ
イ
ナ
ル
イ
ベ
ン
ト
は
「
音

楽
の
祭
典
」
に
な
り
ま
し
た
。
ピ
ア
ノ
ソ

ロ
、
ブ
ル
ー
グ
ラ
ス
、
ブ
ラ
ス
ロ
ッ
ク
。

Ｍ
ラ
ン
ド
か
ら
も
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
が

加
わ
り
、
会
場
に
は
「
ソ
ウ
ル
メ
イ
ト
」

の
大
合
唱
の
余
韻
が
い
つ
ま
で
も
残
っ
て

い
ま
し
た
。 

  

毎
回
の
よ
う
に
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
が
あ
っ

た
の
も
今
年
の
大
き
な
特
色
で
し
た
。
現

代
が
失
っ
た
大
切
な
何
か
が
、
こ
こ
Ｍ
ラ

ン
ド
に
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
。 

                                           

                                           

                              
 
 
 
 
 

教
習
部
長 

森
下 

高
博 

  

世
の
中
は
、
＋
（
プ
ラ
ス
）
と
－
（
マ

イ
ナ
ス
）
で
で
き
て
い
る
。
宇
宙
の
磁
場

も
、
＋
（
プ
ラ
ス
）
と
－
（
マ
イ
ナ
ス
）
。

プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
は
両
極
で
あ
る
。
両

極
と
は
、
光
と
影
、
陰
と
陽
、
男
と
女
、

大
と
小
・
・
・
。 

 

軽
薄
短
小
の
時
代
に
は
、
こ
れ
ら
を
さ

ら
に
細
か
く
分
解
し
て
、
細
分
化
し
て
い
っ

た
。
も
ち
ろ
ん
両
極
を
極
め
る
こ
と
は
大

事
で
あ
る
。
し
か
し
、
細
か
い
負
（
マ
イ

ナ
ス
）
の
部
分
ば
か
り
み
て
い
て
は
、
往い

き

つ
く
と
こ
ろ
は
負
（
マ
イ
ナ
ス
）
で
し
か

な
い
。 

 

そ
こ
で
Ｍ
ラ
ン
ド
で
は
、
も
っ
と
良
い

と
こ
ろ
【
＋
（
プ
ラ
ス
）
の
部
分
】
を
探

し
見
つ
け
出
し
、
そ
れ
を
表
し
て
褒
め
称

え
よ
う
と
す
る
試
み
が
、「
心
の
採
点
・
加

点
方
式
」
な
の
で
あ
る
。 

 

現
在
、
普
通
車
の
卒
業
検
定
を
受
験
す

る
ゲ
ス
ト
に
、
こ
の
加
点
方
式
の
「
心
の

採
点
」
を
行
な
っ
て
、
ゲ
ス
ト
の
運
転
時

の
良
い
点
、
プ
ラ
ス
な
行
為
、
プ
ラ
ス
な

心
を
検
定
員
が
見
つ
け
て
加
点
し
て
い
く
。

そ
の
プ
ラ
ス
な
面
を
探
し
、
プ
ラ
ス
な
面

を
見
て
「
〜
が
と
て
も
良
か
っ
た
」
と
、

言
葉
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
検
定

員
自
身
の
心
も
ま
た
、
プ
ラ
ス
に
シ
フ
ト

す
る
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
る
。 

 

「
楽
美
愛
真
」
の
時
代
に
は
、
プ
ラ
ス

思
考
と
芸
術
（
美
）
で
、
し
か
も
そ
れ
は

暖
色
系
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、
Ｍ
ラ
ン
ド

を
卒
業
し
た
ゲ
ス
ト
た
ち
が
、
交
通
社
会

で
活
躍
す
る
こ
と
で
、
社
会
全
体
の
マ
イ

ナ
ス
部
分
が
プ
ラ
ス
へ
と
変
化
し
、
交
通

事
故
が
減
少
し
て
く
る
期
待
が
持
て
る
気

が
し
て
や
み
ま
せ
ん
。 
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皆さまからのご意見ご感想を 
お待ちしています 

編集・発行 

Ｍランド 益田校 
発行責任者 谷口 ひとみ 

↑ イベント前日も夜遅くまでゲス
トスタッフとの綿密な打ち合わせが

続きました。 

↓ 今シーズンからＭランドスタッ
フが作る「広島風お好み焼」が登場、

人気メニューの一つとなっていま

す。 

↑ 「食事の締めは、やっぱりスイーツ
が最高よね！」と、満足そうなゲスト

三人組。 

↑ 大勢の聴衆を前にチャレンジ披露
が行なわれ、出演者にとっても嬉しい

ステージとなりました。 

↓ Ｍランド国王の小河会長と肩組ん
で、「ソウルメイト」を歌うゲストの

素晴らしい笑顔が印象的でした。 

↑ 往年のベンチャーズをしのび結
成された「アドベンチャーズ」、懐か

しのサウンドを聴かせてくれまし

た。 

↓ ゲストスタッフと出演者が一緒
に記念撮影、「今回のイベントもあな

たたちの力で大成功となりました」

「ありがとうございました」 

↓ ステージ狭しとチアリーディン
グを披露してくれた関西大学のチア

リーディング部の方たち、なぜか男

性二人が混じって演技。 

【 Ｍランド歳時記 】 

１０月…【わくわく体験】 

Ｍランドを抱く山々が、赤や黄色

で色づき始めるこの季節、森林浴を

楽しみながら新しい名所「ＹＯＧＡ

の森」の散策をするゲストの姿が見

られるようになりました。さまざま

な秋の形と新しい何かを「ＹＯＧＡ

の森」で発見してくれることでしょ

↑ 神戸大のサークル「ブルーグラス」
の演奏は、五年前の同サークルの先輩

たちを思い出させる素晴らしいもので

した。 

↑  楽しさが伝
わってくるピア

ノ演奏でした。



            

「
衆
議
員
選
挙
に
思
う
こ
と
」 

  

世
の
中
変
わ
れ
ば
良
い
な
あ
、
と
い
つ

も
思
っ
て
い
る
が
、
な
か
な
か
変
わ
ら
な

い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
た
び
の
選
挙
で
い

よ
い
よ
変
わ
り
そ
う
だ
と
、
鳩
山
総
理
の

顔
を
見
て
は
思
っ
て
い
る
。 

 

考
え
て
み
る
と
、
こ
の
国
は
明
治
維
新

の
時
に
大
き
く
変
わ
っ
て
か
ら
変
わ
っ
て

い
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
近
代
文
明
が
興
っ 

て
世
界
を
席
巻

せ
っ
け
ん

し
て
行
き
、
ア
ジ
ア
の
こ

の
辺
境
な
地
で
あ
る
日
本
に
最
後
に
入
っ

て
来
た
の
で
す
が
、
近
代
文
明
を
日
本
人

は
明
治
維
新
と
い
う
形
で
よ
く
ぞ
取
り
入

れ
た
も
の
だ
と
思
う
。
ま
さ
に
大
変
革
で 

    

「
燮
（
や
わ
ら
ぎ
）
の
心
」
、
す
べ
て
の

人
が
皆
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
持
つ
こ

の
心
、「
致ち

良
知

り
ょ
う
ち

」
を
思
い
出
し
実
践
し
て

い
る
方
は
、
コ
ー
ス
内
に
進
入
し
て
く
だ

さ
い
。 

 

新
し
く
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
コ
ー
ス
へ
と
結

ぶ
周
回
コ
ー
ス
に
進
入
す
る
車
両
に
対
し
、

コ
ス
モ
サ
ロ
ン
横
に
設
置
し
た
車
両
進
入

禁
止
標
識
の
補
助
標
識
「
除
く 

思
い
や
り

譲
る
心
の
あ
る
方
」
に
は
そ
う
い
う
意
味

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
逆
に
言
う
と
、
こ

こ
に
入
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
心
を
思
い

出
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
、 

あ
っ
た
の
で
す
。 

変
わ
る
と
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る

の
か
、
そ
れ
が
大
成
功
で
あ
っ
た
の
は
、

そ
の
後
の
日
清
戦
争
、
日
露
戦
争
で
特
に

当
時
の
大
国
ロ
シ
ア
を
倒
し
、
そ
の
後
の

世
界
史
を
塗
り
替
え
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
特
筆
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
。 

し
か
し
、
こ
の
成
功
体
験
が
長
く
後
を

引
き
、
日
本
は
変
わ
る
こ
と
を
忘
れ
た
。 

そ
の
後
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
敗
れ
て
自

立
心
を
失
い
、
五
十
年
経
っ
て
も
自
立
憲

法
す
ら
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
属
国
の
よ
う

に
な
り
下
が
っ
て
、
未
だ
に
五
十
五
年
体

制
を
維
持
し
て
い
た
と
い
う
異
常
事
態
で

あ
っ
た
。
こ
の
自
民
党
に
対
し
て
、
今
回

の
選
挙
に
よ
っ
て
、
問
題
は
い
ろ
い
ろ
抱

え
て
い
る
と
は
言
え
、
民
主
党
が
圧
倒
的

大
差
を
つ
け
て
大
勝
し
た
と
い
う
事
実
で

す
。
い
よ
い
よ
変
わ
る
べ
き
時
が
来
た
な

あ
と
、
チ
ャ
ン
ス
到
来
に
胸
が
高
ま
る
の 

を
憶お

ぼ

え
ま
す
。 

 

今
ま
で
、
物
事
を
複
雑
に
複
雑
に
考
え

て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
選
挙
を
通
じ
て
い

よ
い
よ
世
の
中
が
本
物
に
な
る
た
め
に
、

単
純
明
快
に
、
チ
ェ
ン
ジ
こ
そ
唯
一
の
道 

で
あ
る
こ
と
を
日
本
人
全
体
が
感
じ
て
い 

    

コ
ー
ス
内
を
走
行
す
る
す
べ
て
の
方
が
お

互
い
を
考
え
、
自
然
と
一
体
と
な
り
カ
ッ

コ
イ
イ
運
転
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
と
い
う

こ
と
で
す
。 

 

生
き
る
勇
気
や
希
望
を
掴
む
た
め
、
Ｍ

ラ
ン
ド
に
て
免
許
を
取
得
し
よ
う
と
し
て

い
る
ゲ
ス
ト
と
共
に
、
ど
う
ぞ
「
燮
の
心
」

を
実
践
し
、
お
互
い
に
譲
り
合
い
、
ゲ
ス

ト
と
共
に
そ
の
心
を
大
き
く
育
ん
で
く
だ

さ
い
。
Ｍ
ラ
ン
ド
は
人
と
自
然
、
人
と
人

と
の
魂
の
繋
が
り
を
実
践
す
る
場
で
す
。 

（
水
津
裕
二
オ
フ
ィ
サ
ー
） 

 

ま
す
。
チ
ェ
ン
ジ
の
基
本
は
自
主
自
立
で

す
。
本
物
志
向
で
す
。
す
べ
て
本
物
に
な

れ
ば
良
い
の
で
す
。
自
然
は
す
べ
て
本
物
、

良
い
こ
と
ば
か
り
あ
っ
て
悪
い
こ
と
が
な

い
の
が
自
然
で
す
。
単
純
万
能
必
要
な
と

き
は
即
効
性
も
あ
る
。
本
物
の
人
、
本
物

の
技
術
、
本
物
の
製
品
、
み
な
定
義
は
同

じ
で
す
。
そ
の
よ
う
な
本
物
が
出
現
す
る

時
が
来
た
よ
う
で
す
。
本
物
と
つ
き
合
い
、

本
物
の
生
き
方
を
し
、
結
果
と
し
て
自
分

が
本
物
に
な
れ
ば
よ
い
。
本
物
の
生
き
方

は
簡
単
明
瞭
で
す
。 

 

鳩
山
さ
ん
は
宇
宙
人
と
言
わ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。
政
治
は
宇
宙
人
に
任
せ
て
、

私
た
ち
は
自
分
の
天
分
を
尽
く
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。 

 

私
た
ち
は
、 

① 

一
人
ひ
と
り
が
、
世
の
た
め
人
の
た
め

に
譲
る
人
、
一
流
人
に
な
っ
て
人
の
役

に
立
つ
生
き
方
を
す
る
。 

② 

減
点
主
義
を
止
め
、
加
点
方
式
の
自
然

に
学
ぶ
世
界
唯
一
の
Ｍ
ラ
ン
ド
、
「
心

の
教
習
所
」
を
創
り
上
げ
る
。 

③ 

ワ
ク
ワ
ク
す
る
生
き
方
、
楽
し
く
明
る

く
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
人
間
と
な
り
、
人
相

の
良
く
な
る
生
き
方
を
す
る
。 

                 

    

Ｍ
ラ
ン
ド
で
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
と
し
て
、
九
月
二
十
四
日
か
ら

二
十
七
日
ま
で
の
四
日
間
、
教
習
車
を
は

じ
め
、
校
内
各
施
設
で
多
く
の
ゲ
ス
ト
が

直
接
手
で
触
れ
る
箇
所
に
抗
ウ
イ
ル
ス
施

工
の
特
殊
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
な
い
ま
し

た
。 
 
 

こ
れ
は
関
西
国
際
空
港
の
施
設
内
で
施

工
さ
れ
た
も
の
と
同
じ
も
の
で
、
効
果
は

半
永
久
的
、
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の

対
策
、
マ
ス
ク
着
用
や
除
菌
ス
プ
レ
ー
の

使
用
か
ら
一
段
と
安
全
・
安
心
へ
と
対
策

が
図
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

                           

                                           

                                           

小河 二郎 会長 

サンキューレター  Thank you 

・・・見つけてください、 美しい心を・・・ 

                （教習番号          ） 

教習コース   様     （ホーム名     号室 ） 200９年９月２０日 
 

西日本最大級、日本一緑のある教習コースで、毎日走って

いても飽きがこないです。私は大学で緑地学を専攻している

のでとても楽しいです。コナラやアベリアが大好きです。 
 
 

あ り が と う ご ざ い ま す。 
 
  

（教習番号  ９２０５２７６ ） 

（ホーム名 メイト 号室  ５２３   ）       氏名   平 賀 耕 介 

 

Ｍ
ラ
ン
ド
で
使
用
し
て
い
る
消
毒
薬
（
商
品
名
） 

 

★
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー 

 
 
 

次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
希
釈
液
の
八
十
倍
の
除
菌
ス
ピ
ー
ド
と
同
等 

 
 
 

の
抗
菌
性
を
持
ち
な
が
ら
人
体
に
安
全
な
除
菌
・
消
臭
水 

  

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
と
は
、
次
亜
塩
素
酸
ソ
ー
ダ
を
水
で
希
釈
し
、 

塩
酸
で
Ｐ
Ｈ
調
整
し
て
生
成
、
人
肌
と
同
じ
弱
酸
性
領
域
で
安
定
に
さ
せ
た 

水
で
す
。
安
全
性
と
除
菌
効
果
を
最
大
限
引
き
出
し
た
優
れ
も
の
で
す
。 

中段右・下段の写真 入念

に抗ウイルス施工をしま

した。 

上段の写真 常時準備されている「マスク」、「ソ

リューションウォーター」そして、瞬時に体温を

測る「サーモフォーカス」と、各施設の入口に除

菌スプレーを配備している。 

↓ 抗ウイルス施工済みの証
として、このシールが貼られ

ます。 

世界中で、ここＭランドでしか見る

ことのできない道路標識の補助標識

です。 

左の写真  施設内では、ソ
リューションウォーターを

散布しています。 


